
見
て
、触
れ
て
、学
べ
る「
ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
美
術
館
」

制
作
工
房
を
開
放

那
須
と
り
っ
く
あ
ー
と
ぴ
あ

東
京
ト
リ
ッ
ク

ア
ー
ト
迷
宮
館
　

錯
覚
を
楽
し
く
体
験

六
つ
の
エ
ン
タ
メ
ゾ
ー
ン
と


の
シ
ョ
ッ
プ
＆
レ
ス
ト
ラ
ンデックス東京ビーチ

お台場を代表する
屋内型複合施設

京都　東映太秦映画村

見る・学ぶ・作る・参加する

京
扇
子
の
手
描
き
や

清
水
焼
絵
付
け
体
験

伊
勢
志
摩
学
生
団
体
誘
致
委
員
会

教
育
旅
行
の
受
け
入
れ
促
進

目標は新規校・人
旅行会社を現地招請

３人のおじさんの大きさは？？？

おかみさんに服を引っ張られているような演技を！

自由に見学が可能なトリックアート工房

フクロウの目が動いて
見える

　
東
京
・
お
台
場
に
あ
る

「
東
京
ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
迷

宮
館
」
は
、
江
戸
を
テ
ー
マ

に
し
た
和
風
の
ト
リ
ッ
ク
ア

ー
ト
や
人
気
作
を
展
示
す
る

体
験
型
の
美
術
館
。
東
京
屈

指
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
、
お
台

場
の
中
心
に
あ
り
、
平
日
で

も
多
く
の
一
般
客
や
修
学
旅

行
客
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
。

２
０
１
４
年
５
月
の
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
で
、
最
新
作
が
登
場

し
、
今
ま
で
以
上
に
楽
し
く

学
べ
る
内
容
に
な
っ
た
。

　
迷
路
の
よ
う
な
館
内
は
、

五
つ
の
テ
ー
マ
で
構
成
。
こ

の
う
ち「
江
戸
エ
リ
ア
」は
、

江
戸
の
宿
場
町
や
町
人
町
を

再
現
し
た
エ
リ
ア
。
ま
る
で

江
戸
時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ

プ
し
た
か
の
よ
う
な
感
覚
で

ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
を
楽
し
め

る
。
作
品
の
一
つ
、
〝
江
戸

宿
場
町
〟
で
は
、
来
場
者
が

茶
屋
の
お
か
み
さ
ん
に
引
っ

張
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
演
技

を
す
る
と
、
人
が
絵
画
の
中

に
入
っ
た
か
の
よ
う
な
写
真

が
撮
れ
る
。

　「
怖
く
な
い
お
化
け
屋
敷
」

エ
リ
ア
で
は
、
ど
こ
か
間
抜

け
で
憎
め
な
い
表
情
を
し
た

お
化
け
た
ち
が
来
場
者
を
待

ち
構
え
て
い
る
。
お
化
け
に

食
べ
ら
れ
そ
う
に
な
る
、
ユ

ニ
ー
ク
な
お
化
け
と
の
ツ
ー

シ
ョ
ッ
ト
写
真
を
撮
れ
る
の

が
楽
し
い
。

　
こ
の
ほ
か
「
ト
リ
ッ
ク
ア

ー
ト
名
作
エ
リ
ア
」
で
は
、

過
去
に
発
表
さ
れ
た
ト
リ
ッ

ク
ア
ー
ト
の
人
気
作
の
数
々

を
展
示
。
「
脳
ト
レ
コ
ー
ナ

ー
」
で
は
、
見
る
人
の
脳
を

刺
激
す
る
錯
覚
を
使
っ
た
ク

イ
ズ
作
品
に
挑
戦
し
よ
う
。

「
グ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
」に
は
、

ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
グ
ッ
ズ
や
関
連
書
籍
が

そ
ろ
っ
て
い
る
。

　
作
品
、
内
容
と
も
に
充
実

し
て
お
り
、
楽
し
み
な
が
ら

学
習
が
で
き
る
美
術
館
と
し

て
評
価
も
高
い
。

　
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
や

シ
ョ
ッ
プ
、
飲
食
店
が
入
っ

た
複
合
施
設
「
デ
ッ
ク
ス
東

京
ビ
ー
チ
」
（
ゆ
り
か
も
め

「
お
台
場
海
浜
公
園
」駅
前
）

４
階
に
あ
る
。

　
▽
東
京
ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト

迷
宮
館
は
、
東
京
都
港
区
台

場
１
の
６
の
１
、
デ
ッ
ク
ス

東
京
ビ
ー
チ
４
階
。
☎
０
３

（
３
５
９
９
）
５
１
９
１
。

不
定
休
で
、
午
前

時
か
ら

午
後
９
時
ま
で
営
業
。
入
場

料
大
人
９
０
０
円
、
中
学
生

以
下
６
０
０
円
。

　
栃
木
県
那
須
町
の
「
那
須

と
り
っ
く
あ
ー
と
ぴ
あ
」は
、

「
ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
の
館
」

「
ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
迷
宮
？

（
は
て
な
）
館
」
「
ミ
ケ
ラ

ン
ジ
ェ
ロ
館
」
で
構
成
さ
れ

た
日
本
で
最
大
の
ト
リ
ッ
ク

ア
ー
ト
テ
ー
マ
パ
ー
ク
。

　
２
０
１
６
年
２
月
、
「
ト

リ
ッ
ク
ア
ー
ト
迷
宮
？
（
は

て
な
）
館
」
を
大
規
模
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
し
、
最
新
作

点

が
登
場
。
こ
の
館
の
テ
ー
マ

で
あ
る
「
マ
ジ
ッ
ク
と
フ
ァ

ン
タ
ジ
ー
の
世
界
」
を
よ
り

体
験
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

館
内
に
は
驚
き
と
笑
い
声
が

あ
ふ
れ
て
い
る
。
特
に
錯
覚

を
使
っ
て
マ
ジ
ッ
ク
を
体
験

で
き
る
作
品
の
数
々
は
子
供

か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
、
人

気
を
博
し
て
い
る
。

　「
ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
の
館
」

と「
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
館
」

も
そ
れ
ぞ
れ
趣
向
を
凝
ら
し

て
お
り
、
３
館
す
べ
て
を
見

学
す
る
こ
と
で
ト
リ
ッ
ク
ア

ー
ト
の
過
去
か
ら
現
在
ま
で

の
歴
史
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
施
設
に
は
制
作
ス

タ
ッ
フ
た
ち
が
ト
リ
ッ
ク
ア

ー
ト
の
新
作
を
創
造
す
る
工

房
が
併
設
さ
れ
て
お
り
、
自

由
に
見
学
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
「
感
受
性
の
高
い
中
・

高
生
に
絵
画
の
制
作
過
程
を

見
る
こ
と
で
、
創
る
こ
と
の

楽
し
み
を
感
じ
て
も
ら
い
た

い
」
と
、
制
作
の
現
場
を
無

料
で
開
放
し
て
い
る
。

　「
ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
」は
、

エ
ス
・
デ
ー
の
創
始
者
、
故

劒
重
和
宗
氏
が
新
た
に
創
り

出
し
た
体
験
型
の
ア
ー
ト
。

同
社
で
は
劒
重
氏
の
遺
志
を

受
け
継
ぎ
、
「
多
く
の
人
に

絵
画
へ
の
関
心
を
持
っ
て
も

ら
う
」
こ
と
を
社
是
と
し
、

作
品
を
国
内
外
へ
広
く
提

供
。
各
地
で
の
ト
リ
ッ
ク
ア

ー
ト
美
術
館
や
、
特
別
展
の

開
催
に
協
力
し
て
い
る
。

　
▽
那
須
と
り
っ
く
あ
ー
と

ぴ
あ
は
、
栃
木
県
那
須
郡
那

須
町
大
字
高
久
甲
上
ノ
台
５

７
６
０
。
☎
０
２
８
７
（
６

２
）
８
３
８
８
（
代
表
）
。

年
中
無
休
で
、
午
前
９
時
半

か
ら
午
後
６
時
ま
で
営
業

（

～
３
月
は
午
後
５
時
ま

で
、
８
月
は
午
前
９
時
か

ら
）
。
入
場
料
各
館
大
人
１

３
０
０
円
、
小
中
学
生
８
０

０
円
（
２
館
、
３
館
共
通
チ

ケ
ッ
ト
、団
体
割
引
あ
り
）。

　
絵
画
に
気
軽
に
親
し
ん
で
ほ
し
い
と
の
想
い
か
ら
創
ら
れ
た「
ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
」。

通
常
の
美
術
館
と
異
な
り
、作
品
に
触
れ
る
こ
と
も
で
き
、会
話
も
楽
し
め
る
自
由
な
雰

囲
気
の
中
、遊
び
な
が
ら
学
習
が
で
き
る
と
中
学
・
高
校
を
は
じ
め
と
す
る
修
学
旅
行
で

注
目
の
ス
ポ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
。そ
の
中
心
と
な
る
施
設
が
東
京
都
お
台
場
と
栃
木

県
那
須
町
に
あ
り
、館
内
で
は
作
品
に
入
り
込
ん
で
写
真
を
撮
っ
て
楽
し
め
る
の
は
も

ち
ろ
ん
、錯
覚
を
実
際
に
体
験
で
き
る
作
品
や
錯
覚
ク
イ
ズ
作
品
な
ど
、「
美
術
や
心
理

学
に
つ
い
て
生
徒
が
興
味
を
持
つ
き
っ
か
け
と
な
る
」と
人
気
を
集
め
て
い
る
。

「デックス東京ビーチ」全景

レトロな雰囲気の「台場一丁目商店街」

美
し
い
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

〝
Ｙ
Ａ
Ｋ
Ｅ
Ｉ
〟

　
東
京
・
お
台
場
の
「
デ
ッ

ク
ス
東
京
ビ
ー
チ
」
は
、
六

つ
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン

ト
ゾ
ー
ン
と
、
お
よ
そ
１
０

０
の
シ
ョ
ッ
プ
＆
レ
ス
ト
ラ

ン
を
備
え
る
、
お
台
場
を
代

表
す
る
ス
ポ
ッ
ト
だ
。
雨
の

日
で
も
楽
し
め
る
屋
内
型
複

合
施
設
で
、
国
内
外
の
観
光

客
や
修
学
旅
行
生
か
ら
人
気

を
集
め
て
い
る
。

　
遊
び
の
ゾ
ー
ン
、
商
業
施

設
と
も
に
、
高
い
エ
ン
タ
ー

テ
イ
ン
メ
ン
ト
性
を
持
つ
こ

と
が
大
き
な
特
徴
だ
。

　
六
つ
の
エ
ン
タ
メ
ゾ
ー
ン

の
一
つ
「
台
場
一
丁
目
商
店

街
」
は
、
昭
和

年
代
の
下

町
を
再
現
し
た
ゾ
ー
ン
。
駄

菓
子
や
和
雑
貨
を
販
売
す
る

レ
ト
ロ
な
店
舗
は
親
世
代
に

は
懐
か
し
く
、
子
供
世
代
に

は
新
鮮
に
映
る
こ
と
だ
ろ

う
。
昭
和
時
代
を
学
ぶ
教
材

に
も
な
り
そ
う
だ
。

　
「
お
台
場
た
こ
焼
き
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
」
は
、
た
こ
焼
き

の
本
場
、
大
阪
か
ら
選
り
す

ぐ
り
の
名
店
が
集
結
。

　
「
東
京
ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト

迷
宮
館
」
は
、
不
思
議
で
楽

し
い
ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
の
世

界
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で

き
る
。

　
こ
の
ほ
か
国
内
最
大
級
の

屋
内
型
テ
ー
マ
パ
ー
ク
「
東

京
ジ
ョ
イ
ポ
リ
ス
」
、
レ
ゴ

ブ
ロ
ッ
ク
が
楽
し
め
る
「
レ

ゴ
ラ
ン
ド
・
デ
ィ
ス
カ
バ
リ

ー
・
セ
ン
タ
ー
東
京
」
、
ス

タ
ー
の
等
身
大
フ
ィ
ギ
ュ
ア

が
い
っ
ぱ
い
の
「
マ
ダ
ム
・

タ
ッ
ソ
ー
東
京
」
の
各
ゾ
ー

ン
も
見
逃
せ
な
い
。

　
一
方
、
屋
外
に
も
必
見
の

ス
ポ
ッ
ト
が
あ
る
。
「
お
台

場
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
〝
Ｙ

Ａ
Ｋ
Ｅ
Ｉ
〟
」
だ
。

　
通
年
点
灯
す
る
イ
ル
ミ
ネ

ー
シ
ョ
ン
で
、
見
ど
こ
ろ
は

三
つ
。
「
台
場
メ
モ
リ
ア
ル

ツ
リ
ー
」は
、高
さ
約

㍍
、

幅

㍍
の
、
生
木
と
し
て
は

都
内
最
大
級
の

ツ
リ
ー
を
中
心

に
、
全
長
約
２

０
０
㍍
に
広
が

る
樹
木
を
約


万
球
の
電
球
で

包
ん
だ
光
の
装

飾
。

　
「
イ
リ
ュ
ー

ジ
ョ
ン
ド
ー

ム
」
は
、
人
の

動
き
を
感
知
し

て
、
ト
ン
ネ
ル

型
の
壁
面
と
床

面
の
３
６
０
度

に
映
像
を
投
影

す
る
、
ア
ジ
ア

初
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
シ
ョ
ン
シ
ス

テ
ム
。

　
「
ハ
ー
ト
型

オ
ブ
ジ
ェ
」
は

文
字
通
り
の
ハ
ー
ト
型
の
オ

ブ
ジ
ェ
だ
が
、
「
台
場
メ
モ

リ
ア
ル
ツ
リ
ー
」
「
都
心
の

夜
景
」
「
レ
イ
ン
ボ
ー
ブ
リ

ッ
ジ
」
を
ワ
ン
カ
ッ
ト
で
撮

影
で
き
る
場
所
と
し
て
人
気

を
集
め
て
い
る
。

　
ゆ
り
か
も
め
「
お
台
場
海

浜
公
園
」
駅
か
ら
徒
歩
約
２

分
。
り
ん
か
い
線
「
東
京
テ

レ
ポ
ー
ト
」
駅
か
ら
徒
歩
約

５
分
。

　
東
京
都
港
区
台
場
１
の
６

の
１
。☎
０
３（
３
５
９
９
）

６
５
０
０
。http://odaiba-de

cks.com/

（１３） 第２８３９号第３種郵便物認可２０１６年（平成２８年）４月２日（土曜日）

清水焼絵付け

お手軽時代劇扮装で散策

レーザーミッション　脱出の城

　
東
映
太
秦
映
画
村
（
京
都

市
右
京
区
）
で
は
、
修
学
旅

行
生
に
体
験
学
習
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
人
気
。「
見
る
・
学
ぶ
・
作

る
・
参
加
す
る
」を
テ
ー
マ

に
、京
扇
子
、京
う
ち
わ
の
手

描
き
体
験
の
ほ
か
、
清
水
焼

絵
付
け
体
験
な
ど
が
あ
る
。

　
班
別
研
修
用
に
は
、
少
人

数
用
の
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
、

清
水
焼
ろ
く
ろ
体
験
、
清
水

焼
絵
付
け
体
験
、
京
扇
子
絵

付
け
体
験
、
京
念
珠
ブ
レ
ス

レ
ッ
ト
作
り
が
あ
る
。
い
ず

れ
も
１
回
で

人
ま
で
体
験

で
き
る
。
旅
の
思
い
出
の
品

に
な
る
と
好
評
だ
。

　
映
画
村
な
ら
で
は
の
体
験

と
し
て
は
「
お
手
軽
時
代
劇

扮
装
」が
あ
る
。メ
イ
ク
、か

つ
ら
を
省
い
て
着
物
の
着
付

け
の
み
の
お
手
軽
プ
ラ
ン
。

短
時
間
で
変
身
し
映
画
村
の

江
戸
の
町
を
散
策
で
き
る
。

　「
寺
子
屋
お
も
し
ろ
体
験
」

は
、
江
戸
庶
民
の
生
活
の
知

恵
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
。

映
画
製
作
用
の
小
道
具
を
使

い
、
映
画
村
の
俳
優
が
時
代

劇
の
扮
装
で
講
師
を
務
め

る
。
「
大
江
戸
暮
ら
し
編
」

と
「
大
江
戸
環
境
編
―
江
戸

時
代
は
循
環
型
社
会
―
」
の

２
コ
ー
ス
が
あ
る
。

　
村
内
も
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で

新
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
次
々

と
登
場
し
て
い
る
。

　
３
月

日
に
は
「
レ
ー
ザ

ー
ミ
ッ
シ
ョ
ン
　
脱
出
の

城
」
が
オ
ー
プ
ン
。
武
将
・

織
田
信
長
が
支
配
す
る
架
空

の
魔
城
か
ら
八
つ
の
罠
を
突

破
し
て
脱
出
す
る
体
験
型
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
。
城
の
中
は

一
本
橋
や
ス
ラ
イ
ダ
ー
な
ど

の
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
、
プ
ロ
ジ

ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
で

演
出
さ
れ
る
不
思
議
な
空
間

な
ど
の
仕
掛
け
が
あ
る
。

　
昨
年
３
月
に
オ
ー
プ
ン
し

た「
立
体
迷
路
　
忍
者
の
砦
」

は
、
高
さ

㍍
、
３
階
建
て

２
４
０
ブ
ロ
ッ
ク
の
屋
内
型

立
体
迷
路
で
日
本
初
登
場
。

屋
内
の
特
性
を
生
か
し
、
迷

路
の
中
で
は
岩
落
と
し
、
吊

り
天
井
な
ど
忍
者
の
仕
掛
け

た
ギ
ミ
ッ
ク
や
ア
ス
レ
チ
ッ

ク
が
楽
し
め
る
。

　
「
か
ら
く
り
忍
者
屋
敷
」

は
、「
ど
ん
で
ん
返
し
」や「
隠

し
通
路
」な
ど
、た
く
さ
ん
の

か
ら
く
り
を
利
用
し
て
忍
者

屋
敷
の
出
口
を
目
指
す
。
　

　
「
ま
る
ご
と
と
び
だ
す
　

超
立
体
３
６
０
シ
ア
タ
ー
」

は
、
３
Ｄ
メ
ガ
ネ
着
用
で
、

周
囲
３
６
０
度
全
周
型
の
大

ス
ク
リ
ー
ン
に
迫
力
の
あ
る

３
Ｄ
映
像
が
映
し
出
さ
れ

る
。

　「
お
も
し
ろ
迷
路
館
」は
、

錯
視
を
利
用
し
た
不
思
議
な

感
覚
が
味
わ
え
る
迷
路
の
な

か
に
「
錯
覚
の
部
屋
」
「
鏡

の
迷
路
」
「
斜
め
の
部
屋
」

と
い
っ
た
部
屋
を
設
け
た
。

「
太
秦
ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
の

館
」
は
、
映
画
村
ら
し
い
和

を
テ
ー
マ
に
し
た
ト
リ
ッ
ク

ア
ー
ト
が
楽
し
め
る
。

　
「
忍
者
修
行
道
場
」
は
、

手
裏
剣
や
丸
太
橋
渡
り
、
城

壁
の
ぼ
り
や
鳴
子
く
ぐ
り
な

ど
様
々
な
忍
者
の
試
練
が
体

験
で
き
る
。

　
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
郵
送
、

申
し
込
み
な
ど
体
験
学
習
に

関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
東
映

太
秦
映
画
村
（
☎
０
７
５
・

８
６
４
・
７
７
１
６
）ま
で
。

伊
勢
神
宮
内
宮
の
早
朝
参
拝

せ
ん
ぐ
う
館

意見交換会の様子

　
伊
勢
志
摩
学
生
団
体
誘
致

委
員
会
（
学
誘
委
。
小
見
山

健
司
委
員
長
＝
鳥
羽
市
観
光

協
会
特
別
顧
問
）
は
、
三
重

県
、
伊
勢
志
摩
地
域
の
３
市

１
町
（
伊
勢
市
、
鳥
羽
市
、

志
摩
市
、
南
伊
勢
町
）
、
各

観
光
協
会
、
商
工
会
議
所
、

商
工
会
、漁
協
、宿
泊
施
設
、

観
光
施
設
、
旅
行
会
社
な
ど


団
体
が
一
体
と
な
り
、
国

内
・
海
外
か
ら
の
学
生
団
体

旅
行
な
ど
を
誘
致
す
る
こ
と

を
目
的
に
２
０
０
６
年
に
発

足
し
た
団
体
だ
。
事
業
主
体

を
伊
勢
志
摩
観
光
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
機
構
（
鈴
木
健
一
会

長
＝
伊
勢
市
長
）内
に
置
く
。

　
修
学
旅
行
の
他
に
も
、
各

種
サ
ー
ク
ル
活
動
の
合
宿
や

大
会
の
開
催
、
教
育
関
係
者

視
察
旅
行
な
ど
、
教
育
旅
行

全
般
の
受
け
入
れ
態
勢
の
整

備
拡
充
を
図
っ
て
い
る
。

　
学
誘
委
発
足
の
背
景
に

は
、
同
地
へ
の
修
学
旅
行
生

数
の
激
減
が
あ
る
。
昭
和
初

期
の
最
盛
期
に
は
全
国
か
ら

約
２
０
０
万
人
が
訪
れ
、
伊

勢
神
宮
の
参
拝
な
ど
を
行
っ

て
い
た
が
、
現
在
で
は
約


万
人
と
な
っ
て
い
る
。

　
今
年
５
月

、

日
に
伊

勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
が
開
か

れ
、
開
催
後
に
は
国
内
外
か

ら
訪
れ
る
観
光
客
の
大
幅
な

増
加
が
期
待
さ
れ
る
同
地
だ

が
、
教
育
旅
行
の
誘
致
に
つ

い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
道

な
努
力
を
続
け
て
い
る
。

　
そ
の
一
つ
が
、
旅
行
会
社

の
教
育
旅
行
営
業
担
当
者
ら

を
対
象
と
し
た
現
地
招
請
事

業
だ
。
学
誘
委
が
掲
げ
る
当

面
の
目
標
は
「
新
規
校

校

・
５
千
人
」
。

年
２
月
に

ト
ッ
プ
ツ
ア
ー
（
現
・
東
武

ト
ッ
プ
ツ
ア
ー
ズ
）
の
東
北

ブ
ロ
ッ
ク
教
育
旅
行
担
当
者

を
現
地
視
察
に
招
致
。
そ
の

結
果
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
宿
泊

客
の
増
加
な
ど
で
京
都
の
連

泊
確
保
が
難
し
く
な
っ
た
学

校
を
伊
勢
志
摩
に
誘
導
し
て

も
ら
う
こ
と
で
、
同
社
扱
い

だ
け
で

校
・
約
１
２
０
０

人
の
新
規
誘
致
に
成
功
し

た
。

　
今
年
は
３
月

、

日
の

１
泊
２
日
で
、
東
武
ト
ッ
プ

ツ
ア
ー
ズ
の
中
部
統
括
部
教

育
旅
行
担
当
者
計

人
を
現

地
視
察
に
招
致
。
１
日
目
に

志
摩
自
然
学
校
（
体
験
型
施

設
）
、
ア
ク
ア
ヴ
ィ
ラ
伊
勢

志
摩
、
ホ
テ
ル
志
摩
ス
ペ
イ

ン
村
、
伊
勢
志
摩
ロ
イ
ヤ
ル

ホ
テ
ル
、
扇
芳
閣
、
鳥
羽
グ

ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
、
神
宮
会
館

（
全
て
宿
泊
施
設
）を
見
学
。

２
日
目
午
前
は
伊
勢
神
宮
の

内
宮
（
な
い
く
う
）
の
早
朝

参
拝
と
、参
道
に
土
産
物
屋
、

食
事
処
、
観
光
施
設
が
建
ち

並
ぶ
お
は
ら
い
町
・
お
か
げ

横
丁
の
見
学
を
行
っ
た
。
午

後
か
ら
は
、
各
観
光
協
会
、

各
宿
泊
施
設
、
三
重
交
通
、

近
畿
日
本
鉄
道
な
ど
が

の

ブ
ー
ス
を
出
し
、
総
当
た
り

で
中
身
の
濃
い
意
見
交
換
会

を
実
施
し
た
。

　
伊
勢
神
宮
内
宮
の
早
朝
参

拝
は
、
１
ク
ラ
ス
に
１
人
の

案
内
人
を
付
け
、
早
朝
の
伊

勢
神
宮
を
巡
り
な
が
ら
、
伊

勢
神
宮
の
歴
史
的
・
文
化
的

価
値
を
説
明
す
る
教
育
効
果

の
高
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
神

宮
会
館
（
収
容
人
数
２
７
０

人
）
が

年
か
ら
実
施
し
て

い
る
。

　
ま
た
、
教
育
旅
行
で
は
必

ず
と
言
っ
て
よ
い
ほ
ど
訪
れ

る
施
設
が
、
伊
勢
神
宮
の
外

宮
（
げ
く
う
）
に
あ
る
「
せ

ん
ぐ
う
館
」。
年
に
一
度
、

隣
接
地
に
新
し
い
お
宮
を
建

て
替
え
る
式
年
遷
宮
（
第


回
は

年
）
が
伝
え
て
き
た

心
と
技
を
、
美
し
い
展
示
と

分
か
り
や
す
い
説
明
な
ど
で

紹
介
す
る
新
し
い
タ
イ
プ
の

博
物
館
だ
。

　
せ
ん
ぐ
う
館
は
、
４
月
下

旬
に
開
か
れ
る
「
２
０
１
６

年
ジ
ュ
ニ
ア
・
サ
ミ
ッ
ト
ｉ

ｎ
三
重
」
の
会
場
に
も
指
定

さ
れ
て
い
る
。
Ｇ
７
各
国
の


歳
か
ら

歳
の
若
者
が
こ

こ
を
訪
れ
、
「
次
世
代
に
つ

な
ぐ
地
球
～
環
境
と
持
続
可

能
な
社
会
」
を
テ
ー
マ
に
討

議
や
見
学
会
を
行
う
予
定
と

な
っ
て
い
る
。


